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１.課題

３.研究方法

子どもの運動量低下の原因を考えた際に、公園などの遊ぶ場所の数が減少しているのではないかと考えた。

２.仮説

実際は増加
異常気象により遊ぶ子
供が低下したのでは？

気候変動の影響により屋外で安全に活動できる
時間が減少している地域では、子どもの1日あた
りの平均運動時間は有意に短い。さらに、室内
で外遊びと同程度の運動強度（例：心拍数140～
170回／分程度）を確保できる運動プログラムを
実施した場合、子どもの1日あたりの総運動時間
および中強度以上の運動時間は有意に増加する
。

対象：小学校低学年
①外遊びの心拍数を測る（基準づくり）
例：サッカー,ドッジボール,なわとび

➁室内動作を複数テスト
ダンス（ジャンプ）
③外遊びと比較

④改良して最終プログラムを完成

出典：気象庁、日テレニュース
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